
Ⅲ 岡山大学教育学部規程

平成１６年４月１日

岡大教規程第１号

（趣旨）

第１条 この規程は，国立大学法人岡山大学管理学則（平成１６年岡大学則第１号。以下「管理

学則」という。）及び岡山大学学則（平成１６年岡大学則第２号）に基づき，岡山大学教育学

部（以下「本学部」という。）に関し，必要な事項を定める。

（本学部の目的）

第２条 本学部は，管理学則に示す大学の目的を達成するとともに，教育の理論及び実際を教授

研究し，学校教育の分野等で活躍する有為な人材を養成することを目的とする。

（自己評価等）

第３条 本学部は，本学部に係る点検及び評価（以下「自己評価」という。）を行い，その結果

を公表する。

２ 前項の自己評価については，本学の教職員以外の者による検証を受けるよう努めるものとす

る。

３ 自己評価に関し必要な事項は，別に定める。

（教育研究等の状況の公表）

第４条 本学部は，教育研究及び組織運営の状況等について，定期的に公表する。

（組織的研修等）

第５条 本学部は，教員の教育内容及び教育方法の改善を図るため，組織的な研究及び研修を実

施する。

（副学部長）

第６条 本学部に副学部長を置く。

２ 副学部長に関し，必要な事項は，別に定める。

（課程）

第７条 本学部に次の課程を置く。

学校教育教員養成課程

養護教諭養成課程

（附属学校）

第８条 本学部に，附属学校を置く。

２ 附属学校に関する規程は，別に定める。

（協力学校等）

第９条 研究及び実習の目的のために公立又は私立の学校，保育所及びその他の福祉施設を協力

学校，協力保育所及び協力福祉施設として設けることができる。

（教育課程）

第１０条 本学部の教育課程は，教養教育科目及び専門科目により編成する。

２ 教養教育科目の授業科目名等は，別表第１に掲げるとおりとする。

３ 専門科目は，次の各号に掲げる科目とする。

一 領域及び保育内容の指導法に関する科目

二 教科及び教科の指導法に関する科目

三 教育の基礎的理解に関する科目

四 道徳，総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導，教育相談等に関する科目
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五 道徳，総合的な学習の時間等の内容及び生徒指導，教育相談等に関する科目

六 教育実践に関する科目

七 大学が独自に設定する科目

八 特別支援教育に関する科目

九 保育士に関する科目

十 養護に関する科目

十一 卒業研究

４ 専門科目は，第７条及び次条に定めるコース及び専修の別に従い，その履修形態により学部

科目，課程科目，コース科目，専修科目，専修科目（Ⅰ），専修科目（Ⅱ）及び自由選択科目

に区分する。

（コース及び専修）

第１１条 学校教育教員養成課程に次のコース及び専修を置き，小学校教育コース及び中学校教

育コースの学生は，いずれかの専修に所属するものとする。

小学校教育コース

教育学専修，教育心理学専修，国語教育専修，社会科教育専修，数学教育専修，理科教育専

修，音楽教育専修，美術教育専修，保健体育専修，家政教育専修，英語教育専修，ものづく

り・情報教育専修，特別支援教育専修，地域教育専修

中学校教育コース

国語教育専修，社会科教育専修，数学教育専修，理科教育専修，音楽教育専修，美術教育専

修，保健体育専修，技術教育専修，家政教育専修，英語教育専修，地域教育専修

特別支援教育コース

幼児教育コース

２ 養護教諭養成課程に次の専修を置き，当該課程の学生は，いずれかの専修に所属する もの

とする。

養護教育専修

地域教育専修

（開講科目等の公示）

第１２条 各年度において開講する教養教育科目及び専門科目の授業科目名，時間数，単位数，

担当教員等については，学年の始めに公示する。

（成績評価基準）

第１３条 各授業における授業の方法及び計画並びに成績評価基準については，講義要覧等によ

り学年の始めに公表する。

（単位の計算方法）

第１４条 本学部における単位の計算方法は，次の基準によるものとする。

一 講義及び演習については，１５時間又は３０時間の授業をもって１単位とする。

二 実験，実習及び実技については，３０時間から４５時間までの授業をもって１単位とする。

ただし，芸術等の分野における個人指導による実技の授業については，それに必要な学修等

を考慮して，別に定める。

三 卒業研究については，それに必要な学修等を考慮して，６単位とする。

（履修方法及び履修登録科目の上限設定等）

第１５条 学生は，各学期毎に履修しようとする科目を学部長に届け出て承認を得なければなら

ない。

２ 学生が，本学の他の学部の授業科目を履修しようとするときは，学部長を経て，当該学部長

に願い出て許可を受けなければならない。

３ 学生が，他の大学の授業科目の履修を希望するときは，指導教員の承認を得て，学部長に願

- 4 -− 4−



い出て許可を受けなければならない。

４ 学生が各年次において適切に授業科目を履修するため，２学期間にわたり履修登録できる単

位数の上限については，別に定め，公表する。

（教養教育科目の履修）

第１６条 教養教育科目は，別表第２に定めるところにより，所定の単位以上を修得しなければ

ならない。

（専門科目の履修）

第１７条 専門科目は，別表第３に定めるところにより，所定の単位以上を修得しなければなら

ない。

２ 専門科目の授業科目名等は，別に示す。

（単位の認定）

第１８条 単位の認定は，第１３条に規定する成績評価基準に照らし，授業時間の３分の２以上

出席した者について，試験の成績等により，授業担当教員が行う。

（他の大学又は短期大学における修得単位の認定）

第１９条 本学部において教育上有益と認めるときは，学生が他の大学又は短期大学において修

得した単位を，本学部における授業科目の履修により修得したものとみなし，単位を認定する

ことがある。

（入学前の既修得単位の認定）

第２０条 本学部において教育上有益と認めるときは，学生が入学する前に，大学又は短期大学

において修得した単位を，本学部における授業科目の履修により修得したものとみなし，単位

を認定することがある。

２ 前項の規定により，修得したものとして認定できる単位数は，転学，編入学等の場合を除き，

前条により本学部において修得したものとみなす単位数と合わせて６０単位を超えないものと

する。

（教育実習，養護実習及び保育実習）

第２１条 教育実習，養護実習及び保育実習については，別に示す。その単位修得は，学部長が

附属学校長，協力学校長，協力保育所長又は協力福祉施設長の提出する資料に基づき判定する。

（卒業研究）

第２２条 卒業研究については，別に示す。その単位修得は，指導教員の審査に基づき，関係教

員の合議により判定する。

（卒業）

第２３条 本学部に４年以上在学し，別表第２及び第３の卒業要件単位数を修得した者について

卒業を認定する。

（教育職員免許状等）

第２４条 本学部における教育課程の履修により，別表第４に示す種類の教育職員免許状の取得

資格を得ることができる。ただし，幼児教育コースにおいては，あわせて保育士の資格を取得

することができる。

（転入学，編入学，転学部，学士入学及び再入学）

第２５条 転入学，編入学，転学部，学士入学又は再入学を願い出た者については，選考の上，

学年の始めに許可することがある。

２ 転入学，編入学，転学部，学士入学又は再入学をした者の既修得単位及び在学期間は，審議

の上，認定するものとする。

（他の大学への転学及び受験）

第２６条 本学部の学生が，他の大学へ転学を志望する場合は，審議の上，許可することがある。

２ 本学部の学生が，在学のまま新たに入学する者の例によって他の大学を受験する場合は，学
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部長の許可を得なければならない。

（他学部への転学部）

第２７条 本学部の学生で，本学の他の学部へ転学部を願い出た場合は，審議の上，許可するこ

とがある。

（留学）

第２８条 学生が，外国の大学へ留学を希望するときは，指導教員の承認を得て，学部長に願い

出て許可を得なければならない。

２ 単位の認定については，第１９条の規定を準用する。

（課程の変更）

第２９条 本学部の学生で，本学部の他の課程へ転課程を願い出た者については，選考の上，学

年の始めに許可することがある。

第３０条 削除

（コース又は専修の変更）

第３１条 本学部の学生で，コース又は専修の変更を願い出た者については，選考の上，学年の

始めに許可することがある。

（科目等履修生）

第３２条 本学の学生以外の者で，本学部の授業科目の履修を志願する者があるときは，選考の

上，科目等履修生として入学を許可することがある。

２ 科目等履修生の取扱いについては，別に定める。

（特別聴講学生）

第３３条 他の大学の学生で，本学部の特別聴講学生を志願する者があるときは，当該学生の所

属する大学との協議に基づき許可することがある。

（研究生）

第３４条 大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力を有する者で，本学部において特定の事

項について研究を希望する者があるときは，選考の上，学年の始めに研究生として入学を許可

することがある。

２ 研究生の取扱いについては，別に定める。

（委託生）

第３５条 教育委員会その他公の機関等から，その所属職員について，研修のため委託の願い出

があるときは，審議の上，許可することがある。

（規程の改正）

第３６条 この規程の改正は，教授会の議を経なければならない。

附 則

１ この規程は，平成１６年４月１日から施行する。

２ 平成１５年度以前の入学者については，岡山大学教育学部規程等を廃止する規程（平成１６

年岡大教規程第１号）により廃止される岡山大学教育学部規程（平成７年岡山大学教育学部規

程第３号）の例による。

｜

省 略

｜

附 則

１ この規程は，平成３１年４月１日から施行する。

２ 平成３０年度以前の入学者については，改正後の岡山大学教育学部規程にかかわらず，なお，

従前の例による。
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別 表 第 １ 教 養 教 育 科 目 の 授 業 科 目 名 等

科 目 区 分 授 業 科 単

目 位

知 的 理 解 現 代 と 社 会 人 文 ・ 社 会 科 学 系 科

目

現 代 と 生 命 生 命 科 学 系 科 目

現 代 と 自 然 自 然 科 学 系 科 目

言 語 英 語 英 語 系 科 目

初 修 外 国 語 初 修 外 国 語 系 科 目

日 本 語 日 本 語 系 科 目 授 業 科 目 及 び 単 位 に つ

実 践 知 ・ 実 践 知 実 践 ・ 社 会 連 携 系 科 い て は ， 岡 山 大 学 全 学

感 性 目 教 育 ・ 学 生 支 援 機 構 基

芸 術 知 芸 術 系 科 目 幹 教 育 セ ン タ ー 長 が 学

汎 用 的 技 情 報 教 育 情 報 リ テ ラ シ ー 系 科 年 の 始 め に 公 示 す る 。

能 と 健 康 目

ICT系 科 目

キ ャ リ ア 教 育 ｷ ｬ ﾘ ｱ教 育 ･学 生 支 援 系

科 目

健 康 ･ｽﾎ ﾟ ｰ ﾂ科 健 康 ･ ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ 科 学 系 科

学 目

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝ ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ科 目

ｸﾞ

高 年 次 教 高 年 次 教 養 科 目

養

導 入 教 育 ガ イ ダ ン ス 学 部 ガ イ ダ ン ス 科 目

全 学 ガ イ ダ ン ス 科 目

補 習 教 育 高 大 接 続 科 目
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別表第２ 卒業認定に必要な教養教育科目単位数

○各課程共通

科目区分 授業科目 卒業要件

知的理解 現代と社会 人文・社会科学系科目 日本国憲法 ２

４以上 ８
以

現代と生命 生命科学系科目 ２以上 上

現代と自然 自然科学系科目 ２以上

英語（スピーキング）－１ ０.５

英語（スピーキング）－２ ０.５

英語（リーディング）－１ ０.５

英語（リーディング）－２ ０.５

英語（ライティング）－１ ０.５

英語（ライティング）－２ ０.５

英語 英語系科目 英語（リスニング）－１ ０.５ ８
以

英語（リスニング）－２ ０.５ 上

言語 英語（Ｓ＆Ｌ）－１ １

英語（Ｓ＆Ｌ）－２ １

英語（Ｒ＆Ｗ）－１ １
２６

英語（Ｒ＆Ｗ）－２ １

初修外国語 初修外国語系科目

日本語 日本語系科目（留学生
用）

実践知・ 実践知 実践・社会連携系科目
感性

芸術知 芸術系科目

汎用的技能 情報教育 情報リテラシー系科目 情報処理入門１（情報機器の操作を含む） １
と健康

情報処理入門２（情報機器の操作を含む）
１以上

情報処理入門３（情報機器の操作を含む）

ＩＣＴ系科目

キャリア教育 キャリア教育・学生支 ４
援系科目 以

上

健康・スポー 健康・スポーツ科学系 健康・スポーツ科学Ａ ０.５
ツ科学 科目

健康・スポーツ科学Ｂ ０.５

するスポーツ演習 １以上

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨ ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ科目 アカデミック・ライティング
ﾝｸﾞ

高年次教養科目 １以上

導入教育 ガイダンス 学部ガイダンス科目 学問の方法 １

全学ガイダンス科目 岡山大学入門講座 ０.５ ２

キャリア形成基礎講座 ０.５

教養教育科目卒業要件単位数合計 ２８

注 外国人留学生が日本語系科目の単位を修得した場合，６単位まで日本語以外の言語科目の単位とみなすことができる。
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別表第３ 卒業認定に必要な専門科目単位数

【学校教育教員養成課程】

小学校教育 中学校教育 特別支援教育コース 幼児教育
コース コース コース

科 目 区 分 小学校 中学校

教育の基礎的理解に関する科目 １０ １０ １０ １０
学 ２１
部 道徳，総合的な学習の時間等の指導法及び生徒 １０ １０ １０ １０
科 指導，教育相談等に関する科目
目

大学が独自に設定する科目 ２ ４ ２ ４ ６

領域及び保育内容の指導法に関する科目 ２８

コ 教科及び教科の指導法に関する科目 ３０ ３０ー

ス 教育実践に関する科目 ９ ９ ９ ９ ９
科
目 特別支援教育に関する科目 ２８ ２８

保育士に関する科目 ２８

専修科目 １２

専修科目（Ⅰ） ２８ ２８

専修科目（Ⅱ） １２

自由選択科目 １７ １７ １ １

卒業研究 ６ ６ ６ ６ ６

専門科目卒業要件単位数合計 ９６ ９６ ９６ ９６ ９８

【養護教諭養成課程 】

科 目 区 分 単位数

教育の基礎的理解に関する科目 ８
学
部 道徳，総合的な学習の時間等の内容及び生徒指
科 導，教育相談等に関する科目 ７
目

大学が独自に設定する科目 ２

課 養護に関する科目 ３０
程
科 教育実践に関する科目 ８
目

教科及び教科の指導法に関する科目 ４

専修科目 １２

自由選択科目 １９

卒業研究 ６

専門科目卒業要件単位数合計 ９６
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別表第４ 教育職員免許状の種類

課 程 免許状の種類 免 許 教 科 等

小学校教諭一種免許状

中学校教諭一種免許状 国語，社会，数学，理科，音楽，美術,保健体育，

技術，家庭，英語

学校教育教員養成課程 高等学校教諭一種免許状 国語，地理歴史，公民，数学，理科，音楽，美術，

工芸，保健体育，家庭，工業，英語

特別支援学校教諭一種免 知的障害者，肢体不自由者，病弱者

許状

幼稚園教諭一種免許状

中学校教諭一種免許状 保健

養護教諭養成課程 高等学校教諭一種免許状 保健

養護教諭一種免許状

- 10 -

− 10 −




